
講義科目名称：

授業科目の区分等：

卒業論文ゼミ 授業コード： G3062

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

半期 ２年 2 必修

担当教員

高橋　千枝子・滝井　元視

授業のねらい（概
要）

ゼミナール形式の授業により、コースにおける2年間の学びのまとめとなる調査・研究を行います。教員指導の
もと少数の学生が集まって研究し、文献調査、アンケート調査、フィールド調査等を行いながら卒業研究とし
てまとめ発表を行います。またのコースの特長でもある専門領域の内容や社会における実務に対する基礎教養
知識の向上を図るとともに、社会人基礎力を土台としたキャリア目標の明確化と進路支援（進学・就職）の強
化を図ります。

授業計画 第1回
諸連絡/成績表と卒業単位について/就職活動状況報告書

予習（時間）：前期の小テストを全て見直しておく（120分）
復習（時間）：今回の授業を振り返り、自分自身で疑問点を抽出しておく。（120分）

第2回
諸連絡/就職活動状況報告書/卒業課題レポート/一般教養
研究倫理教育：卒論作成完成

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第3回
諸連絡/就職活動状況報告書/卒業課題レポート/一般教養

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第4回
諸連絡/就職活動状況報告書/卒業課題レポート完成/一般教養

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第5回
諸連絡/就職活動状況報告書/卒業課題レポート発表準備/一般教養

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第6回
諸連絡/就職活動状況報告書/卒業課題レポート発表/一般教養

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第7回
諸連絡/就職活動状況報告書/卒業課題レポート発表/一般教養

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第8回
諸連絡/就職活動状況報告書/卒業課題レポート発表/一般教養

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第9回
諸連絡/就職活動状況報告書/卒業課題レポート発表/一般教養

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第10回
諸連絡/就職活動状況報告書/卒業課題レポート発表/一般教養

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第11回
諸連絡/就職活動状況報告書/一般教養/病院接遇のロールプレイング実施

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第12回
後期学生アンケート／合同卒論発表会（各コース数名による発表会）

予習（時間）：各自の卒論を再度、読み返し他者との違いを把握できるよう準備（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートを確認し、今までの部分を推敲する。（120分）
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復習（時間）：卒業課題レポートを確認し、今までの部分を推敲する。（120分）
第13回

諸連絡/就職活動状況報告書/卒業課題レポート発表（予備日）/一般教養

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第14回
諸連絡/就職活動状況報告書/一般教養／ビジネスマナーを再度確認する。

予習（時間）：小テストの範囲を予習しておく（120分）
復習（時間）：卒業課題レポートの進捗状況を確認し、今までの部分を推敲する。（120分）

第15回
まとめ

予習（時間）：卒業課題レポートを推敲し、全体を把握しておく。（30分）
復習（時間）：卒業課題レポートの要約を作成する。（30分）

授業を通して身に
付けることができ
る能力（DP）

DP（短期大学部）の次の項目を意識した科目になっている。
１．実践力を身に付け、組織において協働できる能力
 2. 基礎的知識を身に付けており、学んだことを発信できる能力

到達目標 ①インターネットや図書館を利用してテーマに沿った内容の文献調査を行うことができる
②テーマに沿った調査を実施し、論理的に結果をまとめことができる。
③調査・研究した内容について、メディア等を使いながら論理的に発表することができる。
④研究倫理について理解し、実践・活用できるようになる。
⑤積極的に発言でき、他の人の考えや意見を聞くことができる。
⑥コース専門領域の基礎教養知識を活用することができる。
⑦キャリア目標を明確にし、主体的な進路活動（進学・就職）に活用することができる。

課題や小テスト等
のフィードバック
の方法

提出課題については、修正など記入の上返却いたします。
小テスト等の全体的な注意点などを授業内で解説します。

履修上の注意 ・科目の性質上，特に出席を重視します。
・授業内に指示した提出物及び「卒業課題レポート」は，全員提出、発表とします。
・1年次で指定したテキストを使用します。

成績評価の方法・
基準

課題（40％），授業内の小テスト（20％），期末テスト（40％）

教科書

参考書・教材 【教材】　1年次に使用した『2021年度版　基本の一般常識Ｑ＆Ａ』を使用します。

備考 演習科目

教員との連絡方法 メール（アドレスは授業内で周知する）
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